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資料 4 

 

伊勢湾における底層溶存酸素量類型指定検討会の概要 

 

１ 実施期間 令和３年度（３回） 

 

２ 検討会参加者（敬称略） 

（１）学識者・有識者（所属：令和４年 3月現在） 

 大阪大学大学院工学研究科 教授 青木 伸一 

 名城大学大学院総合学術研究科 特任教授 鈴木 輝明 

 元横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 教授 中村 由行 

 茨城県霞ヶ浦環境科学センター センター長 福島 武彦 

 

（２）関係機関・団体 

 愛知県（環境局環境政策部水大気環境課、水産試験場） 

 三重県（環境生活部大気・水環境課、水産研究所 鈴鹿水産研究室） 

 愛知県漁業協同組合連合会 

 三重県漁業協同組合連合会 

 NPO シーブリーズ三河湾 

 NPO 法人伊勢湾フォーラム 

 

３ 議事 

（１）伊勢湾における情報整理結果 

（２）伊勢湾における保全対象種の選定について 

・保全対象種の選定の考え方 

・保全対象種の選定 

・目標値の設定 

（３）伊勢湾における類型指定（案）について 

・水域の特徴の整理 

・類型指定（案）の検討 
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大阪湾における底層溶存酸素量類型指定検討会の概要 

 

１ 実施期間 平成 30年度～令和 3年度（6回）※1 

※1：平成 31 年度は播磨灘北西部水域と合同開催、令和 2 年度は未実施 

 

２ 検討会参加者（敬称略） 

 （１）学識者・有識者（所属：令和４年 3月現在）※2 

 水産研究・教育機構 水産技術研究所環境･応用部門 沿岸生態システム部 阿保 勝之※3 

 広島大学名誉教授・放送大学名誉教授 岡田 光正※4 

 広島大学環境安全センター 教授 西嶋渉 

 元大阪大学大学院 工学研究科地球総合工学専攻 教授 西田 修三※5 

 茨城県霞ヶ浦環境科学センター センター長 福島 武彦 

 東京大学大学院工学系研究科附属水環境工学研究センター 教授 古米 弘明 

 大阪市立大学 名誉教授 矢持 進 

※2：大阪湾に関連する検討会参加者 

※3：委嘱機関は平成 31 年度（令和元年度）から令和 3 年度 

※4：委嘱期間は平成 30 年度 

※5：委嘱期間は平成 30 年度から平成 31 年度（令和元年度） 

 

 （２）関係機関・団体※6 

 大阪府（環境農林水産部環境管理室環境保全課、地方独立行政法人 大阪府立環境農林水

産総合研究所 水産研究部 海域環境グループ） 

 兵庫県（農政環境部環境管理局水大気課、兵庫県立農林水産技術総合センター 

水産技術センター 水産環境部） 

 和歌山県（環境生活部環境政策局環境管理課、水産試験場資源海洋部） 

 大阪府漁業協同組合連合会 

 兵庫県漁業協同組合連合会 

 和歌山県漁業協同組合連合会 

 大阪市立自然史博物館 

 特定非営利活動法人里海づくり研究会議 

※6：大阪湾に関連する検討会参加者 

 

３ 議事 

（１）大阪湾における情報整理結果 

（２）大阪湾における保全対象種の選定について 

・保全対象種の選定の考え方 

・保全対象種の選定 

・目標値の設定 

（３）大阪湾における類型指定（案）について 

・水域の特徴の整理 

・類型指定（案）の検討 


